
■再処理の経済性を問題視していますね。 

 「３万２千トンの再処理に１１兆円をかける日本の計

画では再処理コストが１キロあたり３千ドルを超える。

ほかのコストが欧州並みに抑えられたとしても、ウラン

は１キロ＝１６００ドル以上にならないと見合わない

計算になる」 

 「ウランにその費用をかけられるなら、地球の大陸の

代表的岩石である花崗岩（かこうがん）や、将来的には

海水からも、より安くウランを取り出せ、事実上、ウラ

ンは無尽蔵になり、リサイクルの意味はない」 

 「核燃料サイクルを進めた場合の日本の後処理費用（発

電後に発生する費用）は、使用済み核燃料１キロあたり５

５００ドル。一方、数十年、乾式貯蔵してから最終処分に

移す場合、最終処分コストが米国の３倍かかると考えても

全体で１キロあたり１５００ドル程度と、３分の１以下に

抑えられる。今後４０年間に単純計算で１千億ドル（１０

兆５千億円）以上の節約だ」 

■利点はないのでしょうか。 
 「廃棄物自体の容積は減るが、それを管理する場所は

小さくできない。放射能が強く高熱の廃棄物の割合が多

くなるため、互いに離して置く必要があるからだ。欧州

のように、再処理して作ったＭＯＸ燃料を１回だけ燃や

して処分するなら、逆に直接処分の場合より管理施設は

大きくなる」 

「安全面も、使用済み核燃料を置いておくのに比べ、巨

大な化学工場である再処理施設は汚染事故の可能性が

高まらざるをえない」 

■すでに欧州で日本向けプルトニウムが取り出されています。 
 「核爆弾は、民生用プルトニウムからも作れてしまう

から、すでに抽出した分はＭＯＸ燃料として原発で使い、

プルトニウムが取り出しにくい使用済み核燃料の状態

にすべきだ。しかし、再処理工場を動かして新たなプル

トニウムを取り出すと、核拡散への懸念は一層強まる」 

■再処理工場はほぼ完成してウラン試験を待つ段階です。 
 「いったん放射性物質を使った試験をすると、施設の

廃棄コストは跳ね上がる。現段階で日本にとって最善な

のは、取り戻せない巨費の新規発生を防いだうえで、あ

らゆる選択肢を温存することだ。再処理工場は、いざと

なれば数年で稼働できる現状を維持する一方、使用済み

核燃料の乾式貯蔵施設を用意する。数十年は結論を出さ

ずに貯蔵し、最終処分と再処理の双方の研究を続け、技

術やコスト、政治情勢をみて判断すればいい」 

＊スティーブ・フェッターさんと共に報告書『再処理 vs.

直接処分の経済学』を執筆したマシュー・バンさん（ハ

ーバード大上席研究員）のインタヴューから 

（2004年4月7日『朝日新聞』より） 

呼びかけ団体（アイウエオ順）：核燃やめてお

いしいごはん／グリーン・アクション／グリ

ーンピース・ジャパン／原子力資料情報室／

ストップ・ザ・もんじゅ東京／東電と共に脱

原発をめざす会／日本消費者連盟／ふぇみん

婦人民主クラブ／福島老朽原発を考える会 

コストから 
原発を考える 
プロジェクト 

「コストから原発を考えるプロジェクト」は、消費者団体、環境保護団体、

脱原発団体の連合体です。原発のコストの問題に焦点をあて、市民や国会、

電力会社などに、「もう、原発はやめていこう。他のやり方をすすめよう。」

と呼びかけていきます。当面の課題として、原発コストを大幅に増やす核燃

料の再処理は止めるべきであることをアピールし、原発に偏った経済的優遇

措置や税金投入への動きを監視していきます。 
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